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問　

議
員　

基
金
を
設
置
す

る
目
的
は
。

答　

町
長　

過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
事
業
終
了
後
の
医

療
確
保
対
策
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
で
あ
る
。

問　

議
員　

中
津
浜
浦
の
埋

立
て
し
た
土
地
の
所
有
者
は
。

ま
た
、
管
理
者
は
。

答　

建
設
課
長　

土
地
所
有

者
は
三
重
県
で
、
管
理
者
は

地
元
で
あ
る
。 

問　

議
員　

最
低
制
限
価
格

で
な
く
調
査
基
準
価
格
と
し

た
理
由
は
。

答　

上
下
水
道
課
長　

工
事

設
計
額
が
５
０
０
０
万
円
以

上
の
土
木
工
事
に
つ
い
て
は
、

低
入
札
価
格
調
査
対
象
工
事

と
な
り
、
基
準
価
格
に
な
る
。

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
１

億
円
以
上
が
対
象
と
な
る
。 

問　

議
員　

設
計
段
階
で
不

具
合
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

別
件
で
不
具
合
が
あ
っ
た
の

か
。

答　

総
務
課
長　

施
設
の
改

修
で
は
な
く
、
隣
接
地
と
の

土
地
の
境
界
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
フ
ェ

ン
ス
等
で
区
切
を
す
る
た
め

の
補
修
工
事
で
あ
る
。

問　

議
員　

予
防
接
種
の
対

象
者
と
、
助
成
額
は
。

答　

福
祉
課
長　

当
町
で
は
、

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
が
対
象
者
と
な
る
。
基
本

的
に
は
無
料
で
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
る
方
向
で
医
師
会

と
調
整
を
し
て
い
る
。
接
種

が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
は
、

町
内
に
あ
る
。 

問　

議
員　

耐
震
補
強
工
事

額
２
０
０
万
円
で
の
補
助
金
は
。

答　

総
務
課
長　

国
か
ら
の

補
助
が　

万
円
、
県
町
の
補

５３

助
が
各　

万
円
で　

万
円
、

３０

６０

合
計
１
１
３
万
円
と
い
う
補

助
金
が
出
る
。
た
だ
し
、
補

強
工
事
の
設
計
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
耐
震
基
準
を
ク
リ

ア
で
き
る
と
認
め
ら
れ
た
部

分
の
み
補
助
金
が
出
る
。

問　

議
員　

こ
の
事
業
内
容
は
。

答　

産
業
振
興
課
長　

迫
間

郵
便
局
か
ら
国
道
側
へ
２
０

０
メ
ー
ト
ル
間
、
吸
出
し
等

に
よ
る
陥
没
箇
所
の
改
良
事

業
で
あ
る
。

第
４
回 

定
例
会 

開
催
さ
れ
る

－2－

　

平
成　

年
南
伊
勢
町
議
会
第
４
回
定
例
会
が　

月　

日
〜

２２

１２

１３

　

日
の
５
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１７
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
委
員
会
付
託
さ
れ
た
平
成　

年
２１

度
各
会
計
決
算
案
件　

件
が
各
常
任
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ

１２

り
、
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第　

号　

南
伊
勢
町
医
療
対
策
特
別
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

８６

議
案
第　

号　

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

８７

議
案
第　

号　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

８８

議
案
第　

号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

８９

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

９０

２２

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

９１

２２

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
国
民
健
康
保
険
特
別

９２

２２

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
介
護
保
険
特
別
会
計

９３

２２

補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

９４

２２

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
下
水
道
事
業
特
別
会

９５

２２

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
戸
別
合
併
処
理
浄
化

９６

２２

槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
上
水
道
事
業
会
計
補

９７

２２

正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
病
院
事
業
会
計
補
正

９８

２２

予
算
（
第
１
号
）

　

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

迫
間
浦
漁
港
県
単

　
　

改
良
事
業
と
は

調
査
基
準
価
格
と
し
た

理
由
は

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

南
伊
勢
町
医
療
対
策
特
別
基

金
条
例
の
制
定
の
目
的
は

迫
間
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
補
修
工
事
と
は

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
取
り
組
み

木
造
住
宅
耐
震
補
強

工
事
の
補
助
金
は

すばらしい風景の中津浜浦埋立地

補修が急がれる迫間浦漁港県単改良事業箇所



問　

議
員　
　

万
４
千
円
寄

７４

附
が
あ
る
が
、
何
件
分
か
。

答　

行
政
経
営
課
長　

ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、　

１１

月　

日
現
在
で　

件
い
た
だ

１１

３０

い
て
い
る
。

問　

議
員　

生
活
困
窮
者
の

た
め
の
国
保
医
療
費
の
減
免

制
度
に
つ
い
て
当
町
で
は
、

こ
の
条
例
は
あ
る
の
か
。

答　

住
民
課
長　

こ
の
条
例

の
制
定
は
な
い
。
３
割
負
担

の
減
免
は
財
政
的
に
も
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
近
隣
市
町

村
の
動
行
を
見
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

問　

議
員　

特
定
健
診
の
受

診
期
間
は
。

答　

住
民
課
長　

医
師
会
で

期
間
を
定
め
て
い
て
、
７
月

か
ら　

月
の
５
ヶ
月
間
に

１１

な
っ
て
い
る
。

問　

議
員　

神
前
浦
地
区
の

下
水
道
の
供
用
が　

年
４
月

２２

か
ら
開
始
さ
れ
た
。
今
現
在

８
ヶ
月
経
っ
て
加
入
率
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

上
下
水
道
課
長　

対
象

件
数
は
３
４
０
世
帯
で
１
５

７
世
帯
が
接
続
の
申
し
込
み

を
し
て
い
る
。
加
入
率
は　
４６

％
で
あ
る
。 

問　

議
員　

地
域
住
民
へ
の

説
明
は
。

答　

上
下
水
道
課
長　

地
域

住
民
へ
の
事
業
内
容
の
説
明

と
協
議
を
し
て
い
る
が
、
き

め
細
か
な
対
応
を
も
っ
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問　

議
員　

設
計
変
更
が
必

要
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

上
下
水
道
課
長　

南
海

地
区
の
下
水
道
事
業
は
迫
間

浦
地
区
を
抜
い
た
部
分
で
計

画
変
更
を
し
た
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
基
本
設
計
か
ら
詳

細
設
計
す
べ
て
や
り
直
し
と

な
っ
た
。
こ
れ
が
設
計
変
更

が
必
要
と
な
っ
た
理
由
で
あ

る
。　

年
度
内
の
完
成
を
目

２３

指
し
て
い
て　

年
度
か
ら
の

２４

供
用
開
始
は
予
定
ど
お
り
で

あ
る
。 

問　

議
員　

新
た
に
審
査
会

に
９
万
円
上
が
る
こ
と
は
、

何
ら
か
の
請
求
が
あ
っ
た
の

か
。

答　

行
政
経
営
課
長　

請
求

は
な
く
、　

月
か
ら
３
月
の

１２

予
算
確
保
で
あ
る
。

問　

議
員　

こ
の
補
正
額
の

使
い
道
は
。

答　

病
院
事
務
長　

レ
セ
プ

ト
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
し
、

支
払
い
基
金
な
ど
国
保
連
合

会
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の

デ
ー
タ
で
申
請
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
り
、
３
月
末

ま
で
に
機
器
等
を
導
入
す
る

も
の
で
あ
る
。 

「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」

　

本
議
案
は
、
人
権
擁
護
委

員
任
期
満
了
に
伴
い
次
の
者

を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推

薦
し
た
い
の
で
人
権
擁
護
委

員
法
第
６
条
３
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

住
所　

南
伊
勢
町
相
賀
浦

　
　
　
　
　

１
６
２
番
地

　

氏
名　

河
口　

敬

　

生
年
月
日

　
　
　
　

昭
和　

年
６
月　

日

１７

１８

　

審
議
の
結
果
、
諮
問
の
と

お
り
答
申
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　

食
料
自
給
率
向
上
と
地
方

の
主
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
を
守
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
拙
速
は
参
加
表
明
を
行

な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
が
可
決
さ
れ
国
宛
に
提

出
さ
れ
た
。

－3－

諮
問
第
３
号

発
議
第
５
号

下水道事業の設計変更があった南海地区

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　

寄
附
金
は

特
定
健
診
の

　
　

受
診
期
間
は

国
保
医
療
費
の

減
免
制
度
は
あ
る
の
か

下
水
道
事
業
の

　

設
計
変
更
の
理
由
は

情
報
公
開
個
人
保
護

審
査
の
９
万
円
と
は

神
前
浦
地
区

　
　

下
水
道
加
入
率
は

中
島
地
区
簡
易
水
道
改
良

整
備
事
業
の
住
民
説
明
は

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

２
６
４
万
７
千
円
は

すべり出しが順調な神前浦地区下水道最終処分場



－4－

人
間
形
成
の
う
え
で
、

教
育
の
果
た
す
役
割

は
重
要
で
あ
る
。
少
子
化
の

中
、
過
疎
対
策
に
伴
う
教
育

振
興
策
は
。

教
育
長　

町
内
の
小

・
中
・
高
校
が
そ
れ

ぞ
れ
連
携
を
深
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

特
に
中
高
一
貫
教
育
で
は

「
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て

る
」
を
目
標
に
、
南
伊
勢
高

校
が
魅
力
あ
る
地
域
の
高
校

を
目
指
し
、
生
徒
の
就
職
活

動
を
町
の
事
業
と
し
て
進
め

て
い
る
。 

本
年
度
の
定
例
会
で
、

多
数
の
提
案
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長　

そ
れ
ぞ

れ
各
所
管
の
課
で
、

町
長
の
指
示
の
も
と
検
討
中

で
あ
る
。
総
務
課
と
し
て
は
、

議
員
よ
り
提
案
が
あ
っ
た
、

役
場
内
で
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
も
、
適
材
適
所
を
踏
ま

え
て
管
理
職
の
登
用
も
含
め

て
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。 

元
気
な
町
づ
く
り
は
、

住
民
と
行
政
が
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
。

協
働
し
て
の
町
づ
く
り
に
は
、

行
政
側
の
意
識
改
革
が
必
要

と
考
え
る
が
。

町
長　

役
場
が
よ
り

町
民
の
目
線
、
立
場

で
の
仕
事
を
す
る
組
織
に
変

わ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
職
員
を
地
区
担
当
と

し
、
地
域
の
中
で
い
っ
し
ょ

に
考
え
、
体
感
し
、
地
域
づ

く
り
を
町
民
目
線
で
実
践
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。 

宿
浦
区
お
池
の
防
潮

用
水
門
新
設
に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

現
在
、
県
へ

の
要
望
を
継
続
中
で
、

早
期
事
業
化
に
向
け
て
進
め

て
い
る
。
進
捗
状
況
は
、
施

設
の
概
略
構
造
設
計
の
調
査

を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
、

水
産
庁
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
関
係
機
関
と
事
業
化
に
向

け
て
協
議
を
行
な
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。 

独
居
老
人
の
安
否
確

認
を
取
る
シ
ス
テ
ム

の
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
に

つ
い
て
は
。

福
祉
課
長　

貸
与
の

対
象
は
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
で
非
課
税
世
帯

の
方
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

現
在　

名
の
方
が
利
用
し
て

２６

い
る
。 

介
護
保
険
法
の
特
例

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
支
給
の
不
可
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長　

法
律
で

は
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
条
件
が
満
た

な
い
場
合
で
も
、
町
が
必
要

と
認
め
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

但
し
、
課
題
と
し
て
、
施
設

介
護
と
在
宅
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
度
の
格
差
等
の
問
題

は
、
今
後
も
介
護
保
険
制
度

の
中
で
、
最
善
の
方
法
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

問答

問答

岡

本　

眞

問答

教
育
振
興
の

果
た
す
役
割
は

政
策
提
案
は

町
政
に
活
か
さ
れ
て

　
　
　
　

い
る
の
か

キ
ー
ワ
ー
ド
は

意
識
改
革

問答

問答

問答

山

本

芳

隆

宿
浦
を

津
波
か
ら
守
れ

独
居
老
人
の

　

安
心
・
安
全

介
護
保
険
利
用

度
の
格
差
問
題

町の活性化を目指し！

町政説明会のようす

宿浦区　お池付近

一 般 質 問
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南
伊
勢
高
校
南
勢
校

舎
の
募
集
減
に
伴
う
、

町
内
中
学
生
の
志
望
数
と
、

度
会
校
舎
へ
の
通
学
状
況
は
。

教
育
長　

南
勢
校
舎

へ
は
南
勢
中
か
ら　
２８

名
、
南
島
中
か
ら
１
名
、
西

中
か
ら
３
名
。
度
会
校
舎
へ

は
南
勢
中
は
０
で
、
南
島

中
・
西
中
か
ら
各
３
名
が
志

望
。
現
在
、
度
会
校
舎
へ
の

通
学
は
南
島
地
域
の
み
６
名

で
、
川
口
の
バ
ス
停
か
ら
自

転
車
で
通
っ
て
い
る
。
通
学

方
法
に
つ
い
て
の
改
善
を
検

討
中
で
あ
る
。 

 

新
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
る
中
で
、
町

長
の
考
え
る
諸
問
題
と
今
後

の
展
望
は
。

町
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
も
と
に
町
政
刷

新
、
健
康
、
未
来
、
安
全
、

安
心
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

国
道
２
６
０
号
の
整
備
を
掲

げ
て
町
政
運
営
を
行
な
っ
て

き
た
。
ま
た
、
町
政
説
明
会

を
通
じ
て
、
更
に
こ
れ
ら
の

課
題
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。 

　

月
９
日
豪
雨
災
害

１０で
、
国
道
２
６
０
号

線
南
海
園
付
近
が
通
行
止
め

に
な
っ
た
が
、
町
と
し
て
の

管
理
状
況
は
。

建
設
課
長　

以
前
に

も
同
様
の
通
行
止
め

と
な
り
、
対
策
と
し
て
県
に

よ
り
排
水
枡
を
付
け
て
も

ら
っ
た
。
今
回
は
時
間
雨
量

１
２
０
ミ
リ
と
い
う
想
像
以

上
の
豪
雨
被
害
で
あ
り
、
再

度
、
県
と
再
発
防
止
対
策
を

協
議
し
検
討
す
る
。 

 

初
め
て
の
町
民
体
育

大
会
が
盛
大
、
無
事

に
終
わ
っ
た
が
、
今
後
の
開

催
予
定
は
。

町
長　

実
行
委
員
会

を
は
じ
め
、
皆
様
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
盛
大
に

開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
初
め
て
の
開
催
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ

ら
を
参
考
に
改
善
を
行
な
い
、

文
化
の
育
成
、
町
民
の
一
体

感
を
高
め
る
目
的
で
、
来
年

度
も
実
施
し
た
い
。

答

問答

上

村

康

廣

問 高
校
入
試
と

　
　

通
学
問
題

町
政
の
今
後
の

取
り
組
み
は

澤

村

圭

也

問答

町
民
体
育
大
会

の
継
続
は

問答

徹
底
し
た
道
路
の

整
備
管
理
を

一 般 質 問

南伊勢高校　南勢校舎

度会町　川口バス停

第１回　町民体育大会

通行止め被害があった南海園前
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平
成　

年
に
前
町
長

２０

が
大
規
模
な
行
政
改

革
を
さ
れ
２
年
半
経
過
し
、

成
果
と
現
状
を
見
極
め
行
政

機
構
の
改
革
の
見
直
し
を
図

る
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

町
長　

現
在
、
新
し

い
総
合
計
画
の
策
定

に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

　

実
施
の
た
め
に
組
織
の
見

直
し
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て

今
の
組
織
機
構
の
検
証
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 

東
宮
資
料
保
存
館
の

運
営
に
関
し
て
現
状

を
踏
ま
え
た
う
え
で
有
効
な

活
用
の
施
策
は
。

教
育
長　

河
村
瑞
賢

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

地
図
を
作
成
し
保
存
館
に
も

常
備
し
て
い
く
。
多
く
の

方
々
に
入
場
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
愛
洲
の
館
と
の
連
携

も
図
り
な
が
ら
、
各
種
催
し

物
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

厚
労
省
が
提
示
す
る

無
医
地
区
は
本
町
に

は
あ
る
の
か
。
ま
た
医
療
受

診
す
る
の
に
最
も
時
間
が
か

か
る
地
区
は
ど
こ
か
。

町
長　

厚
労
省
が
定

義
す
る
無
医
地
区
は

本
町
に
は
な
い
。

　

医
療
受
診
す
る
の
に
最
も

時
間
が
か
か
る
地
区
は
、
距

離
で
見
る
限
り
は
南
海
地
区

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
後
、
バ
ス
の
利
便
性
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
視
野
に

置
き
対
応
し
て
い
く
。 

各
地
区
の
地
場
産
業
、

特
に
水
産
業
が
今
遭

遇
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て

町
執
行
部
は
把
握
し
体
感
し

て
い
る
か
。

町
長　

漁
業
を
は
じ

め
と
す
る
一
次
産
業

が
長
期
に
わ
た
っ
て
厳
し
い

経
営
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

地
域
産
業
の
振
興
は
町
政
の

重
点
課
題
で
も
あ
る
。

　

組
織
力
の
充
実
強
化
を
、

人
材
育
成
も
含
め
て
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

町
内
固
定
資
産
の
開

発
に
対
し
て
私
有
地

で
も
資
源
保
全
の
観
点
か
ら
、

町
と
し
て
景
観
尊
重
、
外
形

変
更
、
使
用
目
的
の
規
制
等

に
よ
る
法
、
条
例
で
担
保
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　

本
町
は
、
自

然
景
観
の
す
ば
ら
し

い
町
で
あ
り
、
山
林
開
発
に

つ
い
て
法
律
に
よ
る
規
制
や
、

町
の
条
例
に
よ
る
届
け
出
や

協
議
の
中
で
、
地
元
か
ら
の

情
報
や
意
見
を
聞
き
的
確
に

対
応
し
、
本
町
の
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
き
た
い
。

中

山　

盛

問答

問答

行
政
機
構

見
直
し
の
考
え
は

有
効
な
活
用
の

施
策
は

問答

問答

問答

畑　

芳

弘

高
齢
者
の

　
　

医
療
受
診

現
場
の
苦
悩

す
ば
ら
し
い

自
然
景
観
の
町

約１時間かけ通院する住民

一 般 質 問

本町の歴史資料館の一つ　東宮資料保存館
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ど
の
よ
う
に
調
査
や

検
討
が
進
め
ら
れ
た

か
、
報
奨
金
の
支
払
い
の
改

善
、
駆
除
し
た
処
分
方
法
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長

　

月
か
ら
申
請
に
お

１１

い
て
何
点
か
改
正
さ
れ
た
。

　

報
奨
金
に
つ
い
て
駆
除
頭

数
が
予
算
を
上
回
っ
た
場
合
、

単
価
を
確
保
し
た
い
こ
と
か

ら
補
正
予
算
を
お
願
い
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
３
月
議
会
終
了
後
、
支

払
い
を
検
討
し
て
い
る
。

 

　

駆
除
し
た
獣
の
処
分
方
法

に
つ
い
て
施
設
に
関
し
て
県

の
獣
害
担
当
部
署
と
か
広
域

連
携
の
話
の
中
で
、
補
助
金

の
創
設
、
広
域
で
施
設
の
建

設
等
が
で
き
な
い
か
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
進
展
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。 

戸
別
受
信
機
を
活
用

し
た
く
て
も
で
き
な

い
高
齢
者
へ
の
設
置
は
可
能

な
の
か
。総

務
課
長　

平
成　
２０

年
か
ら
設
置
さ
せ
て

も
ら
っ
て
お
り
、
本
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
世
帯
１

世
帯
に
つ
き
１
台
を
無
償
貸

与
す
る
と
い
う
基
準
を
設
け

て
設
置
し
て
き
て
い
る
。
町

内
の
約
９
割
に
設
置
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
活
用
の
で

き
な
い
高
齢
者
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。 

来
年
か
ら
、
保
健
・

医
療
・
介
護
を
一
体

化
に
し
た
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
。

町
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
中
で
地
域
医
療

の
確
保
・
介
護
の
充
実
を
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
掲
げ
、
実
施
に
向
け

努
力
し
て
い
る
。

　

現
在
、
行
政
、
病
院
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ビ
ジ
ョ

ン
作
り
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。
実
現
可
能
な
案
に
仕
上

げ
て
い
き
、
体
制
作
り
等
に

も
取
り
か
か
っ
て
い
き
た
い
。 

人
間
ド
ッ
ク
、
家
族

介
護
慰
労
金
、
土
曜

日
の
役
場
窓
口
開
設
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

人
間
ド
ッ
ク

は
希
望
者
が
定
員
を

上
回
り
、
受
入
機
関
と
受
診

者
の
増
員
に
つ
い
て
調
整
中

で
あ
る
。

　

土
曜
日
の
役
場
開
庁
に
つ

い
て
、
近
隣
市
町
の
聞
き
取

り
情
報
収
集
等
を
行
な
っ
て

い
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
時
期
、
方
法
、
体
制
等
の

詳
細
に
つ
い
て
関
係
各
課
で

協
議
し
準
備
が
整
っ
た
段
階

で
試
行
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

福
祉
課
長　

家
族
介

護
慰
労
金
は
、
町
単

事
業
で
財
政
の
負
担
の
面
も

考
え
、
ま
た
格
差
を
縮
め
る

こ
と
に
つ
い
て
介
護
保
険
制

度
の
中
で
最
善
の
方
法
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

手

塚

征

男

問答

問答 戸
別
受
信
機
の

利
用

鳥
獣
害
対
策
の

状
況

問

答

問答

答 岡

田

和

夫

９
月
議
会
で
の

検
討
事
項

災害時に効果を発揮する戸別受信機

保
健
・
医
療
・
介
護

 

一
体
化
に
し
た

　
　
 

体
制
づ
く
り

一 般 質 問

南勢庁舎窓口
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防
犯
対
策
を
し
た
い

地
区
に
行
政
と
し
て

カ
メ
ラ
等
を
貸
与
す
る
事
業

は
で
き
な
い
か
。

町
長　

行
政
で
な
け

れ
ば
対
応
で
き
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
相
談
に
応
じ

た
い
。 

町
長
と
し
て
、
こ
の

一
年
間
の
課
題
と
展

望
は
。

町
長　

大
き
く
分
け

る
と
若
者
定
住
、
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
生
活

の
安
全
・
安
心
、
そ
れ
ら
を

支
え
る
産
業
の
振
興
と
国
道

２
６
０
号
の
早
期
整
備
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

小
中
学
校
の
臨
時
調

理
員
の
賃
金
に
つ
い

て
見
直
し
を
検
討
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

正
職
員

と
臨
時
職
員
で
は
雇

用
形
態
が
異
な
り
、
評
価
判

定
は
難
し
い
が
労
働
環
境
全

般
に
つ
い
て
は
検
証
し
必
要

で
あ
れ
ば
改
善
す
る
。 

火
葬
場
の
整
備
計
画

は
。

町
長　

３
つ
の
火
葬

場
が
あ
り
中
に
は
老

朽
化
が
激
し
い
所
も
あ
り
、

過
疎
計
画
に
も
の
せ
て
お
り
、

早
い
段
階
で
整
備
計
画
を
作

り
た
い
。 

町
営
バ
ス
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
内
容
分
析

の
進
捗
状
況
は
。

環
境
課
長　

２
０
０

０
検
体
ア
ン
ケ
ー
ト
、

乗
降
調
査
、
車
内
ア
ン
ケ
ー

ト
、
南
伊
勢
高
等
学
校
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト
の
４
項
目
で
実

施
。
現
在
集
計
中
で
全
て
が

出
揃
い
次
第
内
容
分
析
を
行

う
。 

当
町
の
支
援
計
画
と

町
民
へ
の
周
知
の
方

法
は
。

福
祉
課
長　

障
害
者

福
祉
計
画
で
は
①
障

害
者
の
就
労
支
援
体
制
の
強

化
と
促
進
、
②
地
域
に
お
け

る
障
害
者
の
居
住
の
場
等
の

確
保
、
③
相
談
支
援
の
充
実

と
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
④
精
神
障
害
者
の

長
期
入
院
か
ら
地
域
生
活
へ

の
移
行
促
進
を
計
画
し
て
掲

げ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
自
立
支
援
給
付
と
地
域
生

活
支
援
事
業
の
２
つ
に
分
類

さ
れ
る
。

問答

山

本

周

也

町
政
の
課
題
と

展
望
は

田
中
喜
一
郎

問答

問答

問答

障
害
者
福
祉

町
営
バ
ス
の

運
行

火
葬
場
の
整
備

五ヶ所火葬場の現状

一 般 質 問

問答 臨
時
職
員
の

賃
金
の
あ
り
方

問答 防
犯
へ
の

行
政
の
対
応
は

国道２６０号　慥柄浦から贄浦間開通
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①
南
島
庁
舎
の
耐
震

能
力
、
②
同
舎
の
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
、
③

同
舎
の
耐
震
工
事
計
画
、
④

公
共
施
設
か
ら
の
避
難
方
法
、

避
難
場
所
、
⑤
紀
勢
広
域
南

島
分
署
の
対
応
、
⑥
吉
津
地

区
の
避
難
施
設
設
置
計
画
の

項
目
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
課
長　

南
島
庁

舎
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
く
避
難
場
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

耐
震
補
強
工
事
の
計
画
を
予

定
し
て
い
る
。
公
共
施
設
そ

れ
ぞ
れ
に
防
災
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
南
島
分
署
は
災

害
発
生
時
に
は
震
災
警
戒
体

制
を
と
り
情
報
収
集
等
の
実

務
に
あ
た
る
。
新
た
な
避
難

施
設
設
置
の
計
画
は
な
い
。 

　

月
９
日
の
豪
雨
の

１０各
地
区
の
被
害
状
況
、

当
日
の
行
政
の
対
応
、
被
災

地
区
の
災
害
発
生
要
因
、
及

び
分
析
内
容
を
聞
き
た
い
。 

総
務
課
長　

床
上
浸

水
１
件
、
床
下
浸
水

２
件
、
河
川
決
壊
７
件
、
道

路
決
壊
５
件
等
で
あ
っ
た
。

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

警
戒
体
制
を
と
り
情
報
収
集
、

伝
達
を
し
、
翌
日
に
被
害
状

況
の
確
認
に
あ
た
っ
た
。
記

録
的
豪
雨
で
あ
っ
た
が
人
的

被
害
は
な
く
、
さ
ら
に
初
動

体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。 

人
口
減
少
の
推
移
と

行
政
運
営
へ
の
影
響

は
。

町
長　

地
区
の
出
合

い
作
業
が
出
来
な
く

な
る
な
ど
の
集
落
機
能
の
低

下
、
高
齢
化
が
進
み
介
護
医

療
費
の
増
大
、
地
方
交
付
税

の
減
収
等
の
財
政
的
影
響
が

予
想
さ
れ
る
。 

人
口
減
少
の
原
因
は
。

町
長　

若
者
の
雇
用

の
場
が
少
な
い
こ
と
、

子
供
の
教
育
、
進
路
に
関
わ

る
諸
問
題
、
住
環
境
（
住
宅
、

買
い
物
、
医
療
介
護
）
な
ど

が
あ
る
と
思
う
。 

再
生
プ
ラ
ン
の
考
え

方
の
中
で
①
町
政
説

明
会
の
意
見
集
約
、
②
町
政

刷
新
委
員
会
の
ま
と
め
、
③

総
合
計
画
の
作
成
と
考
え
方
、

④
具
体
的
な
産
業
振
興
プ
ラ

ン
を
聞
き
た
い
。

町
長　

町
政
報
告
会

で
の
意
見
、
提
言
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
町
政

刷
新
委
員
会
の
ま
と
め
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て

い
る
。
そ
れ
を
町
の
指
針
と

し
た
い
。
総
合
計
画
は
町
民

が
誇
り
と
希
望
を
持
ち
、
住

み
続
け
ら
れ
る
町
を
創
っ
て

い
く
た
め
の
計
画
と
し
て
町

民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
作
成
し
て
い
き
た
い
。
産

業
振
興
プ
ラ
ン
と
し
て
は
農

業
水
産
業
で
は
、
遅
れ
て
い

た
ソ
フ
ト
事
業
に
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
。
観
光
、
第

３
次
産
業
つ
い
て
は
６
次
産

業
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

掛

橋　

靖

問答

問

答

豪
雨
災
害
対
策

西　

則

孝

問答

問答

地
震
災
害
対
策

南島庁舎耐震対策は？

一 般 質 問

町政報告会

答 問 再
生
プ
ラ
ン

は
い
か
に
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こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が

望
ま
し
い
の
か
し
っ
か
り
見
極
め
た
い

私達は考えた

議会として出来る事は

活性化を考える活動をしよう

取り組み方は、方向性は

議会として出来る事は

９月定例会で地域活性化
特別委員会の設置が全会
一致で可決される

６名の委員が選ばれ、２回委員会
をもち、真剣に協議をする

自発的に活性化に取
り組んでいるグルー
プがある事を知る

延べ55時間
　昼夜を問わず行なわれた

活性化グループとの懇談会　20回
経済団体との懇談会　４回

皆さん、その節は
たいへんお世話になり
ありがとうございました

点と点を結んで線に

発見し
たこと

１．南伊勢町には甦る力がある
　　　　　　人間力、人の動力にあふれている
２．歴史・文化・環境面で他に比類なき魅力がある

共通する課題
１．後継者の問題
２．販路の拡大
３．異業種交流
４．情報発信
５．環境アセスメント
６．働き手の望む環境づくり
７．女性の参画

聞く・見る・行動

力を合わせ頑張ります！

テーマを
３つに
しぼって

活性化を考える活動をしよう

取り組み方は、方向性は

議
会
の
新
し
い
取
り
組
み

私達は考えた

もう一度元気なまちにしたい！もう一度もう一度元気元気なまちまちにしたい！にしたい！もう一度元気なまちにしたい！
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３つの

グルー
プに分

かれ

　　懇
談会を

行政への報告と懇談会

反省と今後の方針

経済団体の皆さんと
合同懇談会（４団体）

活性化グループの皆さんと
合同の懇談会

線と線を結んで面に

今後の予定

私達議会は

雨ニモ負ケズ

たいせつに

私達議会は全員で町長からは
称賛をいただく

色々な議論が
ありました

幹部職員は
どう受け止めた
でしょうか

テーマをテーマを
３つに３つに
しぼってしぼって

テーマを
３つに
しぼって

地域

文化

産業

３つの

グルー
プに分

かれ

　　懇
談会を

１．当町にはまだまだ活性化のために頑張ってくださっている団体があるので
　　その方々と懇談会を予定
２．懇談会の開催
３．行政との関わり方について検討
４．行政への提言

行動的な議会を目指しています
住民の皆様のご意見、ご助言を是非お寄せください

行政への報告と懇談会

反省と今後の方針

２月10日までの
　　進行状況です

経済団体の皆さんと
合同懇談会（４団体）

会の進め方など
たいへん参考に
なりました

活性化グループの皆さんと
合同の懇談会

絆

もう一度元気なまちにしたい！



みなみいせ第２
回 クイズ

かさらぎ展望台 あけぼの展望台

４つの展望台からは、リアス式海岸の美しい眺めを様々
な角度から楽しむことができる。

見江島展望台橘展望台

親子大橋

鵜倉園地

見江島展望台では
ハート型の湾が
見れるよ。

五ヶ所湾 奥深い入り江が美しい湾で、真珠養殖の筏風景や
あおさの養殖風景は、南伊勢の風物詩。

ニラハマ展望台
古和浦の山の中腹に設けられた展望
台。岩場に立つ白い灯台や、鳥たちが
舞う静かな海景色に癒されよう。

南海展望公園
ユニークな像が眺める先に
は、限りなく広がる太平洋。
その左側には五ヶ所湾を眺
めることができる。

相賀ニワ浜
内側に海跡湖・大池を持つ長い砂
浜で、南海展望台からもその美し
い景色を見ることができる。

遊歩道を歩くと、
美しい植物や野鳥に
出会えるかも。

か

橘展

鵜絶
景
ス
ポ
ッ
ト

絶
景
ス
ポ
ッ
ト

絶
景
ス
ポ
ッ
ト

私
達
は
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
！

キ
レ
イ
な
景
色
に
う
っ
と
り

緑の山と青い海に朱
色の美しいアーチ型
の橋が絶妙にマッチ。
ぜひ渡ってみて。

贄湾を真っ赤な太陽が染める中
ノ磯展望台からの眺めは、訪れ
る人を魅了してやまない風景。

中ノ磯展望台
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議会広報特別委員会

委
員
長　

松
葉　

和
久

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

畑　
　

芳
弘

　
　
　
　

林　
　

孝
充

編
集
後
記

議　
　

長　

上
村　

久
仁

　

夏
が
と
て
も
暑
か
っ
た
の

で
、
冬
も
暖
か
い
と
思
っ
て

い
た
ら
、
や
は
り
冬
は
寒

か
っ
た
。

　

春
よ
こ
い　

早
く
こ
い　

春
の
足
音
聞
こ
え
く
る
、
そ

ん
な
ま
ち
に
し
て
、
み
ん
な

が
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い

と
、
誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。

　

頑
張
り
ま
す
。
議
会
だ
よ

り
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

緯
０
５
９
９
宴
１
７
８
１

　３月定例会は、年４回開催される定例会のうちでも、次年度予算を審議する議

会です。是非傍聴してください。（当日、議会事務局で受付をすればＯＫです）

　定例会開催は３月４日から２３日、一般質問は、３月１５日・１６日を予定しています。

問１ 竈の神事は、歴史のある行事ですが、当町にあるのは何地区？
　　　　　祁６　　　　係７　　　　傾８

問２ 旧町時代にサンベルトトライアスロン大会が行なわれていま
したが、一大会でのボランティアの数は？

　　　　　祁６００人　　 係７５０人　　 傾１,０００人

問３ 伊勢神宮に昨年訪れた参拝客は？
　　　　　祁５００万人　 係７００万人　 傾８８２万人

応 募 方 法
　はがきに「答・住所・氏名（ふりがな）・年齢」

を記入してください。議会への意見等もありまし

たらお書きください。正解者多数の場合は抽選で

１０名の方（前回正解者がありませんでしたので今

回は２回分）に図書券をお送りします。

〈あて先〉〒５１６−０１９４　南伊勢町内議会事務局宛

〈しめ切〉平成２３年３月末日

※ご記入いただきました個人情報は他の目的には利用いたしません。　

議会を傍聴
　しませんか


